
高台
居前古墳」の現地説明会があり、高台から
も多くの皆さんが参加されました。
この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く
作られてい
これまで６回の発掘で
始め、
ど
少
寺近くの恵解山古墳な
どと共に、当地の豪族
の墳墓であると考えら
れています。

の
掛
け
方
に
注
意
い
た
だ
く
と
共
に
、
必
要
に

を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
も
お
願
い
し
ま
す
。

原
（9

5
4

-6
7

4
0

）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん

平成

高台4 丁目の南（西乙高の西）にある、「鳥
居前古墳」の現地説明会があり、高台から
も多くの皆さんが参加されました。
この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く
作られているとのことです。
これまで６回の発掘で
始め、鏡・剣・勾玉
ど貴重な出土品があり、
少し後に造られた勝竜
寺近くの恵解山古墳な
どと共に、当地の豪族
の墳墓であると考えら
れています。

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
頭
の
良

い
カ
ラ
ス
が
、
最
近
ネ
ッ
ト
の

下
の
隙
間
か
ら
ご
み
を
漁
っ
て

い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
ネ
ッ
ト

の
掛
け
方
に
注
意
い
た
だ
く
と
共
に
、
必
要
に

よ
り
上
に
重
し
を
置
く
や
ネ
ッ
ト
の
端
に
重
し

所
は
高
台
住
民
全
員
の
も
の
で
す
の
で
、
自
治

会
会
員
で
な
く
て
も
就
任
い
た
だ
け
、
任
期
は

１
年
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
自
治
会
会
長
桒

入
退
会

訃
報今月

は
あ
り
ま
せ
ん

平成 2４年（201

丁目の南（西乙高の西）にある、「鳥
居前古墳」の現地説明会があり、高台から
も多くの皆さんが参加されました。
この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く

るとのことです。
これまで６回の発掘で

鏡・剣・勾玉な
貴重な出土品があり、
し後に造られた勝竜

寺近くの恵解山古墳な
どと共に、当地の豪族
の墳墓であると考えら
れています。

【
美
化
衛
生
】

♠

ご
み
集
積
所
に
置
か
れ
る
ご
み
に
は
、
当
番

が
ご
み
ネ
ッ
ト
を
掛
け
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
頭
の
良

♠

高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
の
運
営
を
決

め
る
集
会
所
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
集
会

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
道
な
ど
で
見
か
け
ら
れ
た

ら
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

B ブロック委員

１

２ 細谷美恵子

３

４ 上田ゆきみ

５

６

７ 高山美代子

８

９ 小田三重子
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2012 年）

丁目の南（西乙高の西）にある、「鳥
居前古墳」の現地説明会があり、高台から
も多くの皆さんが参加されました。
この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く

るとのことです。
これまで６回の発掘で、珍しい巴形銅器を

な
貴重な出土品があり、
し後に造られた勝竜

寺近くの恵解山古墳な
どと共に、当地の豪族
の墳墓であると考えら

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

尾
医
院
隣
）
を
お
借
り
し
て
、
第
３
木
曜
日
に

行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
コ
リ
し
た
空
間
で
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
ケ
ア

で
き
な
い
心
と
身
体
を
癒
し
に
来
て
い
た
だ
け

ブロック委員

徳永 吉廣

細谷美恵子

藤本 和央

上田ゆきみ

松本  司

植田 知子

高山美代子

川崎 浩司

小田三重子

竹村 新平

年） 3 月１５

丁目の南（西乙高の西）にある、「鳥
居前古墳」の現地説明会があり、高台から
も多くの皆さんが参加されました。
この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く

、珍しい巴形銅器を

り
い
た
し
ま
す
（
４
月
１
４
日
（
土
）
の
総
会

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

類
の
お
持
込
も
歓
迎
し
ま
す
）。

桜
花
爛
漫
、
春
う
ら
ら
の
一
日
を
、
さ
く
ら
に

お
酒
に
親
睦
に
交
流
に
、
皆
ん
な
で
精
一
杯
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
く
も
の
で
す
。
占
い
で
は
な
く
、
深
層
心
理

を
紐
解
い
て
い
く
も
の
で
、
自
分
に
対
し
て
の

新
た
な
発
見
や
今
必
要
な
色
や
香
り
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。現
在
金
ヶ
原
の
チ
マ
カ
フ
ェ（
下

尾
医
院
隣
）
を
お
借
り
し
て
、
第
３
木
曜
日
に
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丁目の南（西乙高の西）にある、「鳥
居前古墳」の現地説明会があり、高台から

この古墳は、古墳時代前期西暦４００年頃
に造られた前方後円墳（３丁目にお住いの
都出比呂志先生によれば帆立貝形古墳）で、
今回の発掘で当時交通の要であった淀川か
ら見て見栄えをよくするため、東側が高く

、珍しい巴形銅器を

会
議
案
書
案
作
り
が
進
ん
で
い
て
、
３
月
度
の

役
員
会
で
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

・
４
月
４
日
（
木
）
に
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
配

公
園
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
飲
み
物
・
お
つ
ま
み
・
お
弁
当
（
差

し
入
れ
頂
い
た
分
）
を
用
意
し
て
い
ま
す
（
酒

類
の
お
持
込
も
歓
迎
し
ま
す
）。

小
区
で
も
、
設
立
準
備
会
が
で
き
て
い
て
、
高

台
自
治
会
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。↗

ト
ル
を
使
っ
て
、
６
本
を
選
ん
で
も
ら
い
、
色

や
香
り
か
ら
、
そ
の
方
の
性
格
・
現
在
の
心
理

や
状
態
・
望
む
未
来
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し
て

い
く
も
の
で
す
。
占
い
で
は
な
く
、
深
層
心
理

橋本  

牟田キミエ

光森 尚義

中島 王子

虎頭 節子

上村 弘子

藤川 永生

淀    

松岡 昌子

小川  

嶋崎 広海

敬称略

    317 号

申
し
出
く
だ
さ
い
。

◉

「
議
案
書
」  

２
３
年
度
総
括
、
予
実
管
理
、

２
４
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
の
入
っ
た
総

会
議
案
書
案
作
り
が
進
ん
で
い
て
、
３
月
度
の

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
８
日
（
日
・
雨
天
時

会
館
内
）
１
１
時
、
３
号

公
園
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

議
会
」
設
立
が
、
全
国
で
進
ん
で
い
ま
す
。

長
岡
京
市
で
も
小
学
校
区
単
位
で
、
既
に
３
地

域
で
協
議
会
が
で
き
て
い
ま
す
。
高
台
の
第
五

小
区
で
も
、
設
立
準
備
会
が
で
き
て
い
て
、
高

カ
ラ
ー
ボ
ト
ル
セ
ラ
ピ
ー
は
、
聞
き
な
れ
な
い

言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
色
と
香
り
を
使
っ

て
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
こ
と
で
す
。
私
が
し

て
い
る
の
は
１
２
色
の
色
と
香
り
の
つ
い
た
ボ

  仁

牟田キミエ

尚義

王子

節子

弘子

永生

    恵

昌子

  均

広海

敬称略

号   創刊昭和

衛
生
・
防
犯
防
災
・
福
祉
・
ス
ポ
レ
ク
・
広
報

な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
や
長
岡
京
外
郭
団
体
の
委
員

な
ど
と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
、
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

だ
さ
い
。
４
月
４
日
（
水
）
１
時
か
ら
議
案
書

の
製
本
を
し
ま
す
の
で
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け

る
方
は
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
で

中
止
と
な
っ
た
「
高
台
さ

く
ら
祭
り
」
を
、
今
年
は

行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ツ
・
五
小
四
中
な
ど
多
く
の
地
域
の
組
織
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
横
に
つ
な
が
っ
て
交
流
す

る
た
め
の
場
と
し
て
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
」
設
立
が
、
全
国
で
進
ん
で
い
ま
す
。

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ

れ
た
反
射
療
法
と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
頭
や

手
や
足
を
刺
激
し
て
心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

カ
ラ
ー
ボ
ト
ル
セ
ラ
ピ
ー
は
、
聞
き
な
れ
な
い

昨年の3

創刊昭和 61 年７月

◉

「
常
任
委
員
」  

１
５
名
（
程
度
）
の
常
任

委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
部
の
方
は
決
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
自
治
会
４
役
・
監
事
、
美
化

衛
生
・
防
犯
防
災
・
福
祉
・
ス
ポ
レ
ク
・
広
報

お
知
ら
せ  

３
月
１
７
日
（
土
）
１
時
に
会
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
常
任
委
員
は
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。
４
月
４
日
（
水
）
１
時
か
ら
議
案
書

春
ま
だ
浅
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
春
に
は
高

台
の
さ
く
ら
も
一
斉
に
咲

き
揃
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
で

♠

現
在
自
治
会
・
青
推
協
・
社
体
振
・
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
・
五
小
四
中
な
ど
多
く
の
地
域
の
組
織
が

た
。
私
は
子
育
て
中
に
、
資
格
を
取
得
し
現
在

は
主
に
市
内
で
、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
と
カ

ラ
ー
ボ
ト
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ

3号公園桜

年７月

◉

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」  

２
１
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
自
薦
他
薦
で
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
決
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
（
別
表
）

◉

「
常
任
委
員
」  

１
５
名
（
程
度
）
の
常
任

り
」
実
施
に
関
す
る
重
要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
。
総
会
欠
席
の
方
は
委
任
状

と
一
緒
に
、出
席
の
方
は
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

春
ま
だ
浅
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
春
に
は
高

私
は
主
人
、
５
歳
と
３
歳
の
男

の
子
、
チ
ワ
ワ
一
匹
の
４
人+

１

匹
の
家
族
で
す
。
６
年
前
に
こ

の
高
台
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
子
育
て
中
に

高速道路から高台を

さ
れ
決
定
さ
れ
ま
す
。

現
在
そ
の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

◉

「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」  

２
１
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

を
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い

・
今
回
は
特
に
、
委
任
状
と
一
緒
に
「
夏
ま
つ

り
」
実
施
に
関
す
る
重
要
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お

４
丁
目  

秋
元
華
子
さ
ん

私
は
主
人
、
５
歳
と
３
歳
の
男

先日高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。

種類は八重の紅色の花が咲く約

２.5 メートルの「平安枝垂れさ

くら」です。このさくらは、平

安神宮神苑に植えられている有

名なさくらで、今年の春も花を

つけるとのことです。手入れは、

みどりのサポータ「高台さくら

クラブ」が中心となっていきま

す。さくらの周りの柵内には立

入らないようお願いします。

高速道路上

高速道路から高台を

７
時
か
ら
、
高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
で

行
わ
れ
ま
す
。
総
会
で
は
、
２
３
年
度
の
総
括

や
２
４
年
度
の
計
画
・
予
算
・
諸
事
項
が
審
議

さ
れ
決
定
さ
れ
ま
す
。

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
総
会
に
出
席
い
た
だ
け
な
い
方
は
、
４
月
１

０
日
（
火
）
ま
で
に
、
議
案
書
添
付
の
委
任
状

を
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い

観
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

原
野
神
社
奥
）

高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。

種類は八重の紅色の花が咲く約

メートルの「平安枝垂れさ

くら」です。このさくらは、平

安神宮神苑に植えられている有

名なさくらで、今年の春も花を

つけるとのことです。手入れは、

みどりのサポータ「高台さくら

クラブ」が中心となっていきま

す。さくらの周りの柵内には立

入らないようお願いします。

高速道路上

高速道路から高台を見る

高
台
自
治
会
会
員
全
員
の
会
合
で
あ
る
「
第
２

７
回
総
会
」
が
、
４
月
１
４
日
（
土
）
の
午
後

７
時
か
ら
、
高
台
集
会
所
（
さ
く
ら
会
館
）
で

・
総
会
は
重
要
な
会
議
で
す
。
多
く
の
方
に
出

席
い
た
だ
き
、
計
画
や
活
動
に
関
す
る
ご
意
見

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

認
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
気
も
よ
く
、
日
ご
ろ
見
る
こ
と
の
な

い
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
高
台
地
区
や
周
辺
の
景

観
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
月
２
１
日  

大
原
野
～
西
山
キ
ャ
ン
プ
場

３
月
２
６
日  

野
山
周
辺
、大
原
野
石
作
町（
大

原
野
神
社
奥
）

高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。

種類は八重の紅色の花が咲く約

メートルの「平安枝垂れさ

くら」です。このさくらは、平

安神宮神苑に植えられている有

名なさくらで、今年の春も花を

つけるとのことです。手入れは、

みどりのサポータ「高台さくら

クラブ」が中心となっていきま

す。さくらの周りの柵内には立

入らないようお願いします。

道
路
上
に
試
験
的
に
作
ら
れ
た
３
タ
イ
プ
の
防

音
壁
の
効
果
を
調
べ
る
実
験
も
あ
り
、
模
擬
音

源
が
防
音
壁
で
ど
の
く
ら
い
減
少
す
る
か
を
確

♠

猟
銃
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
の
駆
除
が
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

入
口
に
は
立
看
板
も
あ
り
ま
す
が
、
入
山
さ
れ

高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。

種類は八重の紅色の花が咲く約

メートルの「平安枝垂れさ

くら」です。このさくらは、平

安神宮神苑に植えられている有

名なさくらで、今年の春も花を

つけるとのことです。手入れは、

みどりのサポータ「高台さくら

クラブ」が中心となっていきま

す。さくらの周りの柵内には立

入らないようお願いします。

高
台
か
ら
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

工
事
用
の
階
段
で
一
部
で
き
て
い
る
高
速
道
路

上
に
登
り
、
工
事
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

♠

歳
末
助
け
合
い
募
金
か
ら
、
パ
イ
プ
椅
子
１

４
脚
の
補
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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自治会設立

昭和

手をつなごう

高台自治会で

高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。

記念植樹 と

２
月
１
９
日「
に
そ
と
工
事
見
学
会
」が
あ
り
、

今
後
具
体
的
な
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
き
、

自
治
会
活
動
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の

動
き
に
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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手をつなごう

高台自治会で

高台自治会設立２５周年の記念植樹が行われ、２

丁目東にある５号公園にさくらが植えられました。
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